
議会だより
かつらぎ

102
2024.08

02　 特集　わたしたちが町を守る！！
12　 追跡　あの一般質問はどうなった？
16　 一般質問　町民のおもいを届ける60分目指していた消防士に

なりました!

待ち望まれていた女性署員誕生（伊都消防組合）



伊
都
消
防
組
合と

は

伊
都
消
防
組
合
は
消

防
本
部
と
消
防
署
に
分

か
れ
て
い
る
。
消
防
本

部
に
は
消
防
施
設
な
ど

の
管
理
と
消
防
団
活
動

の
支
援
、
火
災
予
防
の

啓
発
な
ど
消
防
事
務
全

般
を
担
っ
て
い
る
。

消
防
署
は
、
救
急
・
救

助
活
動
や
火
災
・
災
害
発

生
時
の
現
場
活
動
を
担

い
、
二
班
体
制
で
組
織
さ

れ
て
い
る
。
24
時
間
勤
務

を
行
い
、
緊
急
出
動
で
き

る
体
制
を
組
ん
で
い
る
。

構
成
市
町
は
、
橋
本

市
高
野
口
町
地
域
・
か

つ
ら
ぎ
町
・
九
度
山
町
。

３
人
に
会
う
と
、
は
じ
け
る

笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。
３
人

の
う
ち
２
人
は
救
急
救
命
士
の

資
格
を
も
ち
、
も
う
１
人
も
資

格
取
得
の
準
備
を
し
て
い
る
。

放
水
訓
練
や
救
急
車
の
中
で
の

訓
練
を
見
せ
て
も
ら
い
、
話
を

伺
っ
た
。

「
地
域
の
方
か
ら
の
励
ま
し

や
感
謝
の
声
が
力
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
言
葉
が
記
憶
に

残
っ
た
。

今
回
は
、
町
を
守
る
人
々
に
焦
点
を
当
て
、
伊
都
消
防
組
合
と
町
消
防
団
に
取
材
を
行
っ
た
。

伊
都
消
防
組
合
は
、
災
害
時
に
女
性
の
消
防
士
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
い
う
認
識
の
も
と
で
、

令
和
５
年
、
３
人
の
女
性
署
員
を
採
用
し
た
。

令和５年度出動件数
管内 町内

火災 １７件 １２件

救助 ３２件 ２２件

救急 ２１４７件 １１２６件

丁ノ町
野
の
尻
じり
　夢

ゆめ
乃
の
さん

（救急救命士）

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は
私

憧
れ
た
消
防
士
に
な
り
、
次

は
私
が
憧
れ
ら
れ
る
人
に
な
り

ま
す
。

橋本市高野口町
小
お
川
がわ
　未

み
唯
い
乃
の
さん

（救急救命士）

地
域
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に

継
続
は
力
な
り
。
日
々
の
努

力
を
惜
し
ま
ず
、
全
力
で
職
務

を
全
う
し
ま
す
。

勇
気
を
与
え
る
存
在
に

こ
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、

素
直
な
心
で
一
生
懸
命
業
務
に

励
み
ま
す
。

橋本市高野口町
川
かわ
島
しま
　嵯

さ
久
く
さん

（救急隊員）

わ
た
し
た
ち
が
町
を
守
る
!!

救急車の中での救急訓練

生コン車での給水による消火訓練（町消防団）

2024.8.1  102号│02傍聴議会を して いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。



町
消
防
団
と
は

町
消
防
団
は
、
本
部
と
８
分

団
か
ら
組
織
さ
れ
て
お
り
、
現

在
の
団
員
数
は
415
人
。
高
齢
化

と
人
口
減
少
の
中
で
定
員
割
れ

が
発
生
し
て
い
る
。
活
動
は
、

防
火
と
消
火
活

動
、
水
防
、
災

害
時
の
避
難

誘
導
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
な

ど
。昨

年
６
月
２

日
の
豪
雨
災
害

で
は
、
危
険
箇

所
の
巡
回
や
避

難
誘
導
、
住
民

へ
の
声
か
け
、
土
の
う
積
み
な

ど
の
活
動
を
実
施
、
参
加
者
は

団
員
の
過
半
数
を
超
え
た
。
住

民
か
ら
は
「
ご
苦
労
さ
ん
や
な

あ
」
と
い
う
声
が
届
い
た
。

問 

消
防
団
員
の
条
件
整
備
を

抜
本
的
に
見
直
し
た
い
と

答
弁
し
て
い
た
が
。

町
長　
出
動
の
手
当
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は

寄
附
金
の
問
題
。
住
民
ま
た
は

団
員
の
条
件
整
備
を

【
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
】

内容

公
務
災
害
の
う
ち
、
介
護
補
償
関
係
の
月
額
基
準
が
改
善

さ
れ
た
。
町
独
自
の
対
策
も
課
題
と
な
っ
た
。

自
治
区
等
の
団
体
か
ら
寄
附
金

を
受
け
て
い
る
が
、
今
後
そ
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
と
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
進
め
た
い
。

かつらぎ町消防団団員定数及び実数

※令和６年度のみ6月1日現在定数 実数

400
（人）

410

420

430

440

６年度５年度４年度３年度
令和
２年度

434
439 439 439 439 439

427
424

421

415

地域住民から強い信頼

兼
けん

公
務
災
害
の
う
ち
、
介
護
補
償
関
係
の
月
額
基
準
が
改
善

さ
れ
た
。
町
独
自
の
対
策
も
課
題
と
な
っ
た
。

第５分団

石
いし
村
むら
　隆

たか
幸
ゆき

さん

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

仲
間
と
の
輪
が
広
が
り
充
実

の
日
々
で
す
。
今
後
も
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
俺
！

移
住
者
に
も
優
し
い

身
構
え
て
い
た
の
が
ウ
ソ
の

よ
う
。
先
輩
の
心
配
り
で
自
然

に
と
け
込
め
た
。

第６分団

辻
つじ
　敬

けい
介
すけ

さん

３人の女性消防士による迅速な放水訓練

03│ 傍聴議会を して 質疑応答について、納得した回答が得られない場合は、後日、紙面
での回答を議員に対して行う形式を導入しても良いのでは。

３０代
[男性]



５月会議
（５/１４～１７）
専決処分 ５件

補正予算 １件

条例 ２件

事件議決 １件

４月会議
（４/１１）

専決処分 ２件

補正予算 １件

問 

新
庁
舎
建
設
の
用
地
買
収

の
時
期
は
。

参
事
（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

時
期
は
明
示
で
き
な
い
。

問 
わ
ず
か
２
年
間
し
か
な
い
。

住
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
の
具
体
的
な
仕
方
は
。

総
務
課
長　
行
政
懇
談
会
、
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
住
民
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
住
民
の
意
見
を

聴
き
た
い
。

町
長　
住
民
は
庁
舎
建
設
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
商
業
施

設
の
方
に
圧
倒
的
に
興
味
を
抱

い
て
い
る
の
が
私
の
感
想
で
、

こ
の
こ
と
も
し
っ
か
り
説
明
し

て
意
見
を
聴
き
た
い
。

内容

３
月
会
議
で
見
送
ら
れ
て
い
た
、
庁
舎
建
設
の
債
務
負
担

行
為
予
算
が
提
出
さ
れ
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
よ

る
支
援
事
業
の
期
間
は
２
年
間
。
内
容
は
、
庁
舎
の
施
設

配
置
や
機
能
の
検
討
、
概
算
事
業
費
の
算
出
、
市
場
調
査
、
事
業
者

の
公
募
書
類
の
作
成
な
ど
。
業
者
は
、
本
町
が
作
成
す
る
庁
舎
建
設

の
事
業
計
画
を
伴
走
型
で
支
援
す
る
。

令和６年 令和７年 令和８年

庁舎整備支援業務の主な内容 ４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月

10
月

11
月

12
月
１
月
２
月
３
月
４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月

10
月

11
月

12
月
１
月
２
月
３
月

①対象地の条件等の整理
②施設配置及び諸室機能の検討
③概算事業費の算出
④市場調査（サウンディング調査）の実施
⑤公募書類等作成（要求水準書等の作成）
⑥公募～選定～基本協定終結～事業契約締結

３４２８万７０００円 １９８２万２０００円（令和６年度） １４４６万５０００円（令和７年度）

コンサルタントによる庁舎整備支援業務スケジュール

債務負担行為(議会議決）

事業契約締結（議会議決）

反
対

業
務
委
託
は
反
対

羽
根
祥
起
議
員

庁
舎
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
、

Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
、
期
間
中
に
支
払

う
総
額
は
極
端
に
言
え
ば
金

利
の
高
い
割
賦
払
い
と
同
じ

で
は
な
い
か
と
思
う
。
数

十
億
円
の
庁
舎
建
設
、
問
題

が
起
こ
っ
て
か
ら
騒
ぐ
議
会

で
は
遅
い
と
思
う
。

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

官
民
連
携
の
事
業
。

※
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
は

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
る
会
社
。

４
月
会
議
で
は
、
庁
舎
整
備
支
援
委
託
料
の

債
務
負
担
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

５
月
会
議
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
等
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

庁
舎
建
設
の
債
務
負
担

２
年
に
延
長

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

議│案│審│議

４月・５月

会議

アニメーション映画に使用されたと言われているかつらぎ町本庁舎

2024.8.1  102号│04傍聴議会を して 集中して聞きとりしやすい環境でした。
もっと一般住民向けになればいいなと思います。

３０代
[男性]



手厚い支援を

内容

令
和
５
年
度
分
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
は
112

件
。
想
定
外
の
被
害
に
対
す
る
農
家
へ
の
補
助
金
は
、
補

正
予
算
も
含
め
約
２
０
２
２
万
円
に
な
っ
た
。
令
和
６
年

度
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
予
算
を
組
む
必
要
が
あ
る
。
補
助

は
現
在
、防
除
対
策
と
し
て
伐
採・伐
根
に
１
本
当
た
り
６
万
円
（
県

３
万
円
、
町
３
万
円
）。

内容

定
額
減
税
は
、
令
和
６
年
の
所
得
税
か
ら
３
万
円
、
住
民

税
か
ら
１
万
円
減
額
さ
れ
る
。
税
金
が
給
料
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
人
で
、
納
付
額
よ
り
減
税
額
が
大
き
い
人

は
、
差
額
分
が
給
付
さ
れ
る
。
町
は
住
民
税
の
事
務
を
担
う
。
給
付

対
象
は
２
８
０
０
人
の
見
込
み
。
給
付
は
８
月
以
降
実
施
。
予
算
は

約
１
億
２
１
１
０
万
円
。
事
業
所
得
者
の
場
合
は
、
確
定
申
告
を
含

め
減
税
実
施
の
仕
方
が
変
わ
る
。

問 

事
務
が
極
め
て
複
雑
。
定

額
給
付
が
い
い
の
で
は
。

町
長　
国
が
定
額
減
税
す
べ
き

と
判
断
し
た
の
は
理
解
し
て
い

る
が
、
定
額
給
付
の
方
が
実
施

し
や
す
い
。

４
万
円
の
定
額
減
税
に
よ
る

給
付
っ
て
？

全ての世帯に等しく 仕組みが分かりづらい

問 

桜
の
木
対
策
は
。

産
業
観
光
課
長　
住
民
か
ら
の

報
告
に
頼
る
し
か
な
く
、
山
桜

な
ど
の
被
害
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。

問 

耕
作
放
棄
地
対
策
、
被
害

に
対
す
る
所
得
保
障
、
補

助
金
の
維
持
を
。

参
事
（
建
設
・
産
業
担
当
）　

耕
作
放
棄
地
へ
の
立
ち
入
り
検

査
や
伐
採
は
現
行
制
度
で
は
で

き
な
い
。
所
得
保
障
を
国
に
働

き
か
け
た
い
。

町
長　
被
害
が
広
が
る
可
能
性

が
あ
る
。
全
て
補
助
す
る
確
約

は
で
き
な
い
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
激
増

外国から入ってきたクビアカツヤカミキリ

イメージ

被害に遭い、伐採した桜（かつらぎ斎場）

05│

議
案
審
議

傍聴議会を して 新入職員研修の講義で学んだ内容と、実際の議会の流れや内容に
ついて、結びつけて学ぶことができました。

３０代
[女性]



内容

国
民
健
康
保
険
税
は
、
基
礎
分
と
支
援
分
、
介
護
分
に
分

か
れ
て
い
る
。
こ
の
３
分
野
に
あ
っ
た
資
産
割
が
廃
止
さ

れ
た
。
同
時
に
基
礎
分
は
、
所
得
割
の
税
率
が
下
が
り
、

平
等
割
と
均
等
割
も
減
額
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
被

保
険
者
の
保
険
税
は
減
額
と
な
っ
た
。

問 
優
先
入
居
者
が
応
募
す
る

と
ど
う
な
る
の
か
。

管
財
情
報
課
長　
優
先
入
居
者

が
複
数
い
る
場
合
は
抽
選
と
な

る
。
優
先
入
居
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
は
、
応
募
時
に
対
象
者

に
伝
え
る
。

問 

過
去
に
Ｄ
Ｖ
被
害
世
帯
と
、

犯
罪
被
害
世
帯
が
入
居
す

る
の
が
難
し
か
っ
た
ケ
ー
ス
は

あ
っ
た
の
か
。

管
財
情
報
課
長　
Ｄ
Ｖ
被
害
世

帯
は
町
外
へ
転
出
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
犯
罪
被
害
世
帯
の
入

居
実
績
は
な
い
。

問 

住
む
と
こ
ろ
に
悩
ん
で
い

る
人
た
ち
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
。

町
長　
社
会
の
課
題
は
複
雑
化
、

多
様
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
必
要
。

例
え
ば
、
税
金
や
水
道
料
金
の

滞
納
世
帯
の
場
合
、
包
括
的
な

取
り
組
み
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
被
害
世
帯
、
犯

罪
被
害
世
帯
に
も
対
応
し
た
い
。

問 

資
産
割
を
な
く
し
た
理
由

は
。

税
務
課
長　
県
の
意
向
。
国
民

健
康
保
険
の
広
域
化
と
社
会
保

険
制
度
に
資
産
割
が
な
い
た
め
、

令
和
３
年
度
か
ら
資
産
割
を
減

少
し
て
、
令
和
６
年
度
で
０
と

な
っ
た
。

問 
令
和
６
年
度
で
被
保
険
者

数
は
４
１
８
６
人
、
２
５

９
１
世
帯
。
資
産
割
が
影
響
す

る
世
帯
数
は
。

税
務
課
長　
令
和
５
年
度
で
１

３
９
３
世
帯
。

負担を軽減して

髙

６月会議
（5/30～6/18）

人事 １件

補正予算 ８件

条例 ４件

事件議決 ３件

諸報告 ４件

請願 １件

一般質問 ８人

国民健康保険税額試算表

50.0
（万円）

50.5

51.0

51.5

52.0

52.5

53.0

53.5

54.0

53万
3700円

令和6年度令和5年度

51万
3800円

モデルケース:４人世帯（夫婦40歳～64歳までと40歳未満の
子ども２人）で給与収入400万円（所得276万円）、固定資産税
10万円の場合

差は
１万
９９００円

税
率
確
定
、保
険
税
は
減
額

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
】

議│案│審│議

６月
会議

イメージ

６
月
会
議
で
は
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
税
額
の

決
定
や
町
営
住
宅
の
入
居
改
善
な
ど
、
条
例
の
一
部

改
正
、
定
額
減
税
実
施
や
、
物
価
高
騰
に
関
わ
る
給

付
金
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
移
行
を
行
う
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

2024.8.1  102号│06傍聴議会を して 議員の町を良くしたいという情熱がとても感じられ、いい刺激に
なりました。

３０代
[男性]



内容

町
営
住
宅
の
優
先
入

居
対
象
世
帯
の
規
定

が
整
理
さ
れ
る
と
と

も
に
、
子
育
て
世
帯
、
若
者
夫

婦
世
帯
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
世
帯
、

犯
罪
被
害
者
世
帯
な
ど
に
広
げ

ら
れ
た
。
ま
た
、
18
歳
未
満
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
ま
た
は
妊

婦
が
い
る
世
帯
が
※
裁
量
階
層

と
な
り
、
入
居
収
入
基
準
が
月

額
25
万
９
０
０
０
円
（
通
常
は

15
万
８
０
０
０
円
）
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
、
入
居
し
や
す
く
な

る
。

問 

優
先
入
居
者
が
応
募
す
る

と
ど
う
な
る
の
か
。

管
財
情
報
課
長　
優
先
入
居
者

が
複
数
い
る
場
合
は
抽
選
と
な

る
。
優
先
入
居
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
は
、
応
募
時
に
対
象
者

に
伝
え
る
。

問 

過
去
に
Ｄ
Ｖ
被
害
世
帯
と
、

犯
罪
被
害
世
帯
が
入
居
す

る
の
が
難
し
か
っ
た
ケ
ー
ス
は

あ
っ
た
の
か
。

管
財
情
報
課
長　
Ｄ
Ｖ
被
害
世

帯
は
町
外
へ
転
出
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
犯
罪
被
害
世
帯
の
入

居
実
績
は
な
い
。

問 

住
む
と
こ
ろ
に
悩
ん
で
い

る
人
た
ち
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
。

町
長　
社
会
の
課
題
は
複
雑
化
、

多
様
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
必
要
。

例
え
ば
、
税
金
や
水
道
料
金
の

滞
納
世
帯
の
場
合
、
包
括
的
な

取
り
組
み
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
被
害
世
帯
、
犯

罪
被
害
世
帯
に
も
対
応
し
た
い
。

!  ※裁量階層とは
条例で特別に所得要件を緩和した
階層のこと。今回、子育て世帯など
が裁量階層となった。これによって、
年収が６５０万円の夫婦共働き、子
ども２人の世帯も入居が可能となる

（計算式は表参照）。

議会だよりキャラクター 「かきかあちゃん」

子
育
て
世
帯
等
が

入
居
し
や
す
く

【
か
つ
ら
ぎ
町
営
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

町営松山団地

モデルケース

内容 金額

収入
年間収入（控除前）

夫 ４００万円

妻 ２５０万円

収入計 ６５０万円

控除

給与所得控除
夫 -１２４万円

妻 -８３万円

住宅の所得控除 ２人 -２０万円

住宅の同居親族控除 ３人 -１１４万円

控除合計 -３４１万円

差引額（１年間の所得額） ３０９万円

１カ月の所得額　３０９万円÷１２カ月 ２５万７５００円

07│ 傍聴議会を して 町議会は町行政に町民の意思を十分反映させるための重要な意
思決定機関だと実感しました。

２０代
[女性]

議
案
審
議



問 

有
機
農
業
は
契
約
販
売
な

ど
で
価
格
が
安
定
し
て
い

る
の
で
、
投
資
も
し
や
す
く
若

い
農
業
者
の
参
加
も
期
待
で
き

る
。有
機
農
業
を
推
進
す
る「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

を
。

町
長　
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ

取
り
組
み
が
進
ん
で
か
ら
と
思

っ
て
い
る
。
有
機
農
業
は
農
業

者
を
増
や
し
耕
作
放
棄
地
の
対

策
に
も
な
る
の
で
、
宣
言
に
至

る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。

内容

令
和
５
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
物
価
高
騰
に
対
応
し
た
支

援
給
付
金
の
延
長
。
給
付
の
対
象
は
、
令
和
６
年
度
に
新

た
に
住
民
税
が
非
課
税
に
な
っ
た
世
帯
お
よ
び
、
新
た
に

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
と
な
っ
た
世
帯
で
1
世
帯
当
た
り
10
万

円
。
さ
ら
に
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
、
１
人
当
た
り

５
万
円
が
追
加
給
付
さ
れ
る
。
離
婚
し
た
世
帯
で
、
扶
養
要
件
に
か

か
わ
ら
ず
、
所
得
要
件
が
給
付
対
象
者
と
同
じ
状
態
に
な
っ
た
人
も

給
付
が
行
わ
れ
る
。
給
付
は
519
世
帯
を
見
込
み
、
予
算
は
約

６
３
６
９
万
円
。

内容

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
２
つ
の
こ
ど
も
園

を
月
に
２
回
程
度
訪

問
し
、
約
４
時
間
滞
在
。
保
育

士
や
保
育
事
業
者
の
相
談
に
応

じ
、
子
ど
も
の
発
達
支
援
と
保

育
環
境
の
整
備
に
努
め
、
保
育

士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
よ
う
支
援
を
行
う
。
予
算
は

40
万
円
。

問 

こ
の
事
業
の
経
緯
は
。

教
育
総
務
課
長　
以
前
か
ら
検

討
し
て
い
た
。
配
慮
や
支
援
が

必
要
な
園
児
が
一
定
数
い
る
。

そ
の
た
め
、
保
育
士
の
ス
キ
ル

を
今
ま
で
以
上
に
高
め
る
必
要

が
あ
り
計
画
し
た
。

問 

巡
回
と
い
う
形
を
選
択
し

た
理
由
は
。

教
育
総
務
課
長　
園
の
職
員
や

保
育
士
が
、
多
忙
の
た
め
外
部

の
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
難

し
い
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
訪
問

し
、
業
務
や
保
育
に
対
し
て
助

言
を
行
え
ば
、
即
座
に
生
か
す

こ
と
が
可
能
と
考
え
た
。

問 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
ど
の

よ
う
な
経
験
や
見
識
の
あ

る
人
な
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
特
別
支
援
学

校
長
の
経
歴
が
あ
り
、
現
在
も

和
歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
の
相
談
支
援
員
な
ど
、

特
別
支
援
教
育
等
に
見
識
の
深

い
人
。

保育にスパイスが

物価高騰緊急支援給付金の内容一覧
基準日 支給金額 世帯数
R５.１.１ １世帯３万円 ２５７８

R５.１２.１
１世帯７万円 ２１４６
１世帯１０万円 ４３５
※児童１人に５万円 実施中

R６.６.３
１世帯１０万円 (見込)５１９
※児童１人に５万円 (見込)８３
※こども加算対象は、18歳以下の児童がいる世帯

物価が上がり、何もかも高くなった

物
価
高
騰　

支
援
給
付
金 

追
加

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

こ
ど
も
園
を
訪
問 

支
援

園児の目線で朝の会（三谷こども園）

2024.8.1  102号│08



内容

令
和
6
年
度
か
ら
10
年
度
に
実
施
す
る
計
画
に
基
づ
い
て

有
機
農
業
の
推
進
を
図
る
。
将
来
的
に
需
要
が
見
込
め
る

有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
家
を
増
や
し
、
販
路
の
拡
大
を

目
指
す
。
予
算
は
約
590
万
円
。

問 

有
機
農
業
は
契
約
販
売
な

ど
で
価
格
が
安
定
し
て
い

る
の
で
、
投
資
も
し
や
す
く
若

い
農
業
者
の
参
加
も
期
待
で
き

る
。有
機
農
業
を
推
進
す
る「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

を
。

町
長　
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ

取
り
組
み
が
進
ん
で
か
ら
と
思

っ
て
い
る
。
有
機
農
業
は
農
業

者
を
増
や
し
耕
作
放
棄
地
の
対

策
に
も
な
る
の
で
、
宣
言
に
至

る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。若い人も挑戦

補助があればありがたい

内容

65
歳
以
上
の
人
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
料
約

１
万
5
０
０
０
円
の

う
ち
、
自
己
負
担
は
３
０
０
０

円
。
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
人

で
も
、
日
常
生
活
活
動
が
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る

人
は
、
該
当
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
65
歳
以
上
の
人
口
の
50
％

を
見
込
ん
で
い
る
。
予
算
額
は

約
３
９
８
１
万
円
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン

65
歳
以
上
自
己
負
担
３
０
０
０
円

広
が
れ
有
機
農
業

有機栽培の梅畑（丁ノ町）

イメージ

09│

議
案
審
議



問 

３
月
25
日
の
事
故
発
生
後

の
対
処
は
。

建
設
課
長　
場
所
は
京
奈
和
自

動
車
道
本
線
に
合
流
す
る
手
前

の
道
路
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
一
部
が
経
年
劣
化
に
よ
り
、

く
ぼ
み
が
で
き
た
。
３
月
28
日

夕
方
に
建
設
課
に
連
絡
が
入
っ

た
。
職
員
が
す
ぐ
に
現
場
に
行

き
、
危
険
防
止
の
た
め
仮
復
旧

し
た
。

問 

事
故
原
因
と
な
っ
た
箇
所

は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

建
設
課
長　
６
月
11
日
～
12
日
、

京
奈
和
自
動
車
道
本
線
夜
間
工

事
の
通
行
止
め
に
あ
わ
せ
、
復

旧
工
事
を
完
了
し
た
。

問 

事
故
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

建
設
課
長　
危
険
箇
所
の
早
期

把
握
の
た
め
に
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
再
発
防
止
に
努
め

る
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
表

示
や
白
線
の
設
置
な
ど
通
行
車

両
の
安
全
対
策
を
進
め
る
。

内容

法
改
正
に
よ
っ
て
12
月
２
日
以
降
、
紙
の
健
康
保
険
証
は

廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
付
け
ら
れ
た
保

険
証
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行

す
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
、
順
次
、
健
康
保

険
証
と
し
て
使
用
で
き
る
「
資
格
確
認
書
」
が
送
付
さ
れ
る
。

問 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
る
人
も「
資
格
確
認
書
」

を
申
請
で
き
る
か
。

健
康
推
進
課
長　
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
っ
て
い
る
人
も
申
請
す

れ
ば
「
資
格
確
認
書
」
を
手
に

入
れ
ら
れ
る
。

安全保障を完璧に

内容

昨
年
６
月
２
日
の
豪
雨
で
、
土
砂
が
崩
れ
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
る
林
道
（
花
園
中
南
）
が
よ
う
や
く
災
害
復
旧

さ
れ
る
。
険
し
い
現
場
な
の
で
無
人
重
機
で
土
砂
を
取
り

除
く
予
定
。
契
約
金
額
は
６
７
８
０
万
４
０
０
０
円
。

林
道
井
出
の
谷
線

災
害
復
旧
へ

【
工
事
請
負
契
約
の
締
結
】

反
対

健
康
保
険
証
を

廃
止
し
な
い
で

東
芝
弘
明
議
員

国
民
は
健
康
保
険
証
の

廃
止
を
求
め
て
い
な
い
。

健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る

意
味
は
な
い
。
不
合
理
な

こ
と
に
対
し
、
言
葉
を
返

さ
な
い
と
世
の
中
は
変
わ

ら
な
い
。
政
府
が
間
違
い

を
犯
す
と
き
に
異
を
唱
え

る
の
は
地
方
自
治
体
の
責

務
。

交付率(％)マイナンバーカード交付率

0
（％）

10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

令和5年度令和4年度令和3年度

41.241.2

交付枚数
（6759枚）
交付枚数

（6759枚）

交付枚数
（1万723枚）
交付枚数

（1万723枚）
交付枚数

（1万2243枚）
交付枚数

（1万2243枚）

66.466.4
76.976.9

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

イメージ

崩落現場（林道井出の谷線）

紙
の
健
康
保
険
証 

廃
止

マ
イ
ナ
保
険
証
に
移
行

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
】

2024.8.1  102号│10



内容

京
奈
和
自

動
車
道
の

か
つ
ら
ぎ

西
Ｐ
Ａ
下
り
線
に
進

入
す
る
カ
ー
ブ
の
道

に
く
ぼ
み
が
で
き
、
車

の
前
輪
の
右
側
が
接

触
、
タ
イ
ヤ
が
破
損
し

た
。

問 

３
月
25
日
の
事
故
発
生
後

の
対
処
は
。

建
設
課
長　
場
所
は
京
奈
和
自

動
車
道
本
線
に
合
流
す
る
手
前

の
道
路
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
一
部
が
経
年
劣
化
に
よ
り
、

く
ぼ
み
が
で
き
た
。
３
月
28
日

夕
方
に
建
設
課
に
連
絡
が
入
っ

た
。
職
員
が
す
ぐ
に
現
場
に
行

き
、
危
険
防
止
の
た
め
仮
復
旧

し
た
。

問 

事
故
原
因
と
な
っ
た
箇
所

は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

建
設
課
長　
６
月
11
日
～
12
日
、

京
奈
和
自
動
車
道
本
線
夜
間
工

事
の
通
行
止
め
に
あ
わ
せ
、
復

旧
工
事
を
完
了
し
た
。

問 
事
故
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

建
設
課
長　
危
険
箇
所
の
早
期

把
握
の
た
め
に
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
再
発
防
止
に
努
め

る
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
表

示
や
白
線
の
設
置
な
ど
通
行
車

両
の
安
全
対
策
を
進
め
る
。

位置図直径約50㎝のくぼみができた京奈和自動車道への進入路

４月・５月・６月会議採決状況（賛否が分かれた議案は２件）

会計名・件名
議員名

結果

溝
北　
好
一

松
岡　
宏
行

東
芝　
弘
明

大
原　
清
明

浦
中　
隆
男

藤
本　
憲
一

中
谷　
雅
美

羽
根　
祥
起

滝
ノ
上
万
記

山
下　
慎
二

表
具　
　
弘

大
山　
希
世

４月会議 一般会計補正予算（第１号） ９対２で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

５月会議

消防団員等公務災害補償
条例の一部改正など２件、
過疎地域持続的発展計画
の変更、一般会計補正予算

（第２号）

１１対０で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月会議

税条例の一部改正など４
件、工事請負契約の締結
など３件、一般会計補正予
算（第３号）など７件

１１対０で 
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険事業特別会
計補正予算（第１号）

１０対１で 
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　○は賛成　×は反対

事故発生箇所

京
奈
和
道
の
進
入
路
に
く
ぼ
み

車
の
タ
イ
ヤ
が
破
損

【
損
害
賠
償
の
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
】
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人工内耳用音声信号処理装置（イメージ）

新城区民のつどいの様子

聞こえる生活は楽しい

心待ちにしている

Ｑ
経
済
的
負
担
が
大
き
い
の

で
助
成
対
象
に
。

Ａ
制
度
の
充
実
に
向
け
て
取

り
組
む
。

そ
の
後 

─
令
和
５
年
４
月
１
日
に
要
綱

を
改
正
し
、
人
工
内
耳
用
音
声

信
号
処
理
装
置
、
片
耳
20
万
円

の
助
成
が
追
加
さ
れ
た
。ま
た
、

人
工
内
耳

用
電
池
や

充
電
器
も

助
成
対
象

と
な
っ
た
。

Ｑ
「
千
客
万
来
」
と
い
う
考
え

方
に
発
展
す
べ
き
で
は
。

Ａ
不
特
定
多
数
の
人
を
受
け

入
れ
る
考
え
方
は
重
要
。

そ
の
後 

─
令
和
５
年
４
月
１
日
に
要
綱

を
改
正
し
、
65
歳
以
上
を
含
む

５
人
以
上
を
対
象
と
し
、
介
護

予
防
１
回
に
つ
き
500
円
を
加
算

し
た
。
サ
ロ
ン
参
加
年
齢
の
幅

が
広
く
な
り
、
事
業
名
も
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」
に
変
更

し
た
。
活
動
内
容
や
参
加
者
の

年
齢
層
も
広
が
り
、
事
業
に
良

い
効
果
が
出
て
き
て
い
る
。

人
工
内
耳
装
置
へ
の

助
成
を

【
令
和
４
年
６
月
会
議
】

高
齢
者
サ
ロ
ン
事
業
の

改
善
を
求
め
る

【
令
和
４
年
12
月
会
議
】

1

2

あの 一般質問はどうなった？
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平和教育教材として期待

昨年の子ども議会で質問する高校生議員

平和を考えるきっかけに

未来創造会議について

Ｑ
子
ど
も
議
会
を
青
年
議
会

へ
と
発
展
さ
せ
て
は
。

Ａ
先
進
地
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
子
ど
も
議
会
を
発

展
さ
せ
る
。

そ
の
後 
─

令
和
５
年
度
の
子
ど
も
議
会

か
ら
、
町
内
の
笠
田
高
等
学
校

と
紀
北
農
芸
高
等
学
校
の
４
人

の
高
校
生

が
議
員
と

し
て
参
加
。

令
和
６
年

度
か
ら
子

ど
も
議
会

を
「
未
来
創

造
会
議
」
に

名
称
を
変

更
す
る
。

Ｑ
平
和
教
育
の
教
材
と
し
て

活
用
し
て
は
。
ま
た
、
移

植
は
可
能
な
の
か
。

Ａ
新
た
な
平
和
教
材
と
し
て

活
用
し
た
い
。
か
つ
ら
ぎ

公
園
に
は
平
和
祈
念
像
も
あ
る

の
で
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

そ
の
後 

─
令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
業

務
委
託
料
53
万
４
０
０
０
円
が

計
上
さ
れ
、
令
和
６
年
度
中
に

木
の
養
生
を

行
い
、
令
和

７
年
度
に
か

つ
ら
ぎ
公
園

に
移
植
す
る

計
画
。

被
爆
２
世
の
ク
ス
ノ
キ
と

ア
オ
ギ
リ
の
移
植

【
令
和
５
年
９
月
会
議
】

子
ど
も
議
会
に
高
校
生
を

【
令
和
４
年
12
月
会
議
】

4

3

あの 一般質問はどうなった？
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議
会
傍
聴
を
通
し
て
、

よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
政

策
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
や
、
議
会
の
役
割
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

梅う
め
田だ　
紗さ

綺き

私
た
ち
職
員
が
行
っ

て
い
る
業
務
が
、
町
長
等

の
質
問
に
影
響
す
る
こ

と
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
改
め
て
日
々
の
業
務

の
取
り
組
み
の
大
切
さ

を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

山や
ま

中な
か　

麻ま

衣い

今
回
、
議
会
傍
聴
に

参
加
し
た
こ
と
で
、
町
行

政
に
お
け
る
各
種
政
策

が
町
民
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
か
を
ど
う
審
議
さ
れ

て
い
る
か
、
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

阪さ
か
中な

か　
弘ひ

ろ
幸ゆ

き

議
員
か
ら
の
質
疑
に

対
す
る
提
案
者
の
答
弁

を
聞
い
て
、
綿
密
な
返
答

準
備
を
し
て
い
る
と
感

心
し
た
。
町
の
運
営
に
携

わ
る
と
い
う
の
は
、
大
い

な
る
責
任
が
伴
う
と
感

じ
た
。

土ど

居い　
龍り
ゅ
う

人と

改
め
て
議
案
を
議
論

す
る
際
に
は
多
く
の
知

識
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
町
の
今
後

の
指
針
に
つ
い
て
議
員
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

話
し
合
う
姿
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

木き

村む
ら　

将し
ょ
う

議
会
と
い
う
厳
粛
な

雰
囲
気
の
中
、
各
議
員
の

質
疑
に
対
し
て
、
町
長
を

は
じ
め
課
長
が
分
か
り

や
す
く
丁
寧
な
答
弁
を

さ
れ
て
お
り
、
町
長
や
課

長
へ
の
信
頼
感
が
高
ま

り
ま
し
た
。

岡お
か

本も
と　

佳よ
し

也な
り

こ
の
頃
、
地
方
議
会

が
よ
く
中
継
さ
れ
て
い

る
の
を
見
か
け
ま
す
。
興

味
が
あ
っ
て
よ
く
ネ
ッ

ト
で
見
て
い
ま
す
が
、
生

で
見
る
の
は
初
め
て
で

と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

野の

﨑ざ
き　
健た

け
裕ひ

ろ

新規職員
議会傍聴研修
新規採用の職員16人が６月18日の本会議
を傍聴した感想を掲載する。

傍聴
議会を

して

2024.8.1  102号│14



町
職
員
と
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の

意
見
で
議
論
し
て
い
る

姿
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
傍
聴
で
町

行
政
を
知
る
い
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

岩い
わ
井い　
美み

里り

職
員
と
議
員
が
質
疑

応
答
を
繰
り
返
し
緊
迫

し
た
空
気
で
し
た
が
、
そ

の
場
で
出
た
質
問
に
即

座
に
答
弁
し
て
い
て
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
課

題
も
知
り
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

辻つ
じ　
　
茉ま

裕ひ
ろ

議
会
で
は
町
民
の
た

め
の
町
行
政
に
向
け
て

多
様
な
視
点
で
議
論
し

て
い
る
様
子
を
傍
聴
で

き
ま
し
た
。
私
も
一
職
員

と
し
て
幅
広
い
視
野
で

業
務
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
ま
し
た
。

中な
か
窪く

ぼ　
理り

衣い

人
生
初
の
議
会
傍
聴

で
し
た
が
、
液
晶
越
し
で

は
伝
わ
り
に
く
い
空
気

感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
間

近
で
見
る
こ
と
で
、
よ
り

議
会
に
対
し
て
関
心
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

森も
り
下し

た　
紗さ

楽ら

町
長
を
は
じ
め
町
職

員
、
議
員
の
方
々
が
町
の

た
め
に
真
剣
に
議
論
す

る
姿
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
に

関
心
を
も
っ
て
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

岩い
わ
﨑さ

き　
遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

こ
の
研
修
で
行
政
の

仕
組
み
が
よ
く
分
か
る

と
思
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
は

貴
重
な
体
験

上う
え

西に
し　

功こ
う

二じ 

総
務
課
長

質
問
す
る
議
員
の
姿
、

ま
た
、
そ
れ
に
答
弁
す
る

課
長
た
ち
の
姿
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
知
識
が

浅
く
理
解
で
き
な
か
っ

た
部
分
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
よ
り
一
層
勉
強
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

高た
か

見み　
侑ゆ
う

門ま

今
ま
で
議
会
傍
聴
は

配
信
で
し
か
見
た
こ
と

が
無
か
っ
た
た
め
、
入
庁

し
て
初
め
て
こ
の
よ
う

な
会
議
に
参
加
で
き
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の

で
、
素
晴
ら
し
い
機
会
だ

と
思
い
ま
し
た
。

澤さ
わ

本も
と　

真ま

菜な

美み

条
例
・
予
算
が
ど
の

よ
う
な
議
論
や
審
議
を
経

て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
か

を
議
会
の
緊
張
感
と
と
も

に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
よ
り
良
い
町
政
運
営

の
た
め
に
も
知
識
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
。

森も
り

岡お
か　

稜り
ょ
う

太た

今
回
、
議
会
傍
聴
と

い
う
初
め
て
の
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
内
容
は
と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
か
つ
ら

ぎ
町
の
た
め
を
思
っ
て

い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

宇う

井い　
源げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

15│
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問 

世
界
の
観
光
地
の
よ

う
に
、
Ｃ
Ｓ
設
置
の

輪
を
広
げ
て
い
き
、
か
つ

ら
ぎ
町
の
魅
力
と
し
て
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
公
共
施
設
、
民
間

施
設
、
民
間
団
体
が
、
Ｃ

Ｓ
設
置
の
輪
を
広
げ
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
、
大
変

重
要
で
あ
る
。
地
球
温
暖

化
が
進
み
、
変
わ
る
気
象

状
況
の
中
で
、
早
急
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
課
題

を
し
っ
か
り
と
検
証
し
な

が
ら
Ｃ
Ｓ
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
た
い
。

健康づくりの推進を
中谷　雅美………………… 22

発達凸凹や困り感への考えは
大山　希世………………… 23

災害用協力井戸の設置を
羽根　祥起………………… 24

全町民による実践的な防災訓練を
松岡　宏行………………… 21

デジタル住民票の導入を
滝ノ上万記………………… 19

地域公共交通計画は
表具　　弘………………… 18

熱中症特別警戒 発令時の対策を
山下　慎二………………… 17

地震の想定を変えるべき
東芝　弘明………………… 20

中阪町長

各ページ議員名の右の
二次元コードを読み取ると、
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で
、

持
ち
時
間
は
１
人
６０
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

６０

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分
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総
務
課
長　
職
員
用
と
し

て
常
備
し
て
い
な
い
。
水

分
や
塩
分
補
給
は
、
各
個

人
で
用
意
し
て
い
る
。
厚

生
労
働
省
作
成
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
し
て
、
職
員

に
周
知
し
た
い
。

健
康
推
進
課
長　
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

事
業
者
等
へ
の
具
体
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
は
実
施
し
て

お
ら
ず
、
今
後
の
予
防
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問 
庁
舎
内
、
庁
舎
周
辺

施
設
、
体
育
施
設
、

公
民
館
、
児
童
館
な
ど
に

机
や
椅
子
を
設
置
し
て
、

Ｃ
Ｓ
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
）
設
置
を
求
め
る
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

Ｃ
Ｓ
の
設
置
を
含
め
た
熱

中
症
対
策
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
場
所
、

ス
ペ
ー
ス
、
開
放
日
、
時

間
受
入
可
能
人
数
、
人
員

の
配
置
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
夏
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
早
急
に
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

世
界
の
観
光
地
の
よ

う
に
、
Ｃ
Ｓ
設
置
の

輪
を
広
げ
て
い
き
、
か
つ

ら
ぎ
町
の
魅
力
と
し
て
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
公
共
施
設
、
民
間

施
設
、
民
間
団
体
が
、
Ｃ

Ｓ
設
置
の
輪
を
広
げ
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
、
大
変

重
要
で
あ
る
。
地
球
温
暖

化
が
進
み
、
変
わ
る
気
象

状
況
の
中
で
、
早
急
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
課
題

を
し
っ
か
り
と
検
証
し
な

が
ら
Ｃ
Ｓ
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
た
い
。

問 

同
行
避
難
を
知
ら
な

い
飼
い
主
は
、
避
難

を
躊
躇
す
る
可
能
性
も
出

て
く
る
。
避
難
所
で
の
ペ

ッ
ト
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
を
求
め
る
。

環
境
課
長　
過
去
の
災
害

で
は
、
ペ
ッ
ト
を
避
難
さ

せ
る
た
め
に
自
宅
に
戻
り
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
事
例
も

あ
る
。
ペ
ッ
ト
と
同
行
避

難
で
き
る
体
制
づ
く
り
は

大
切
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
と
調
整
の
上
、
検

討
し
た
い
。

問 
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
て
、
通
常
の
避

難
訓
練
と
と
も
に
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
訓
練
の
実
施
を

求
め
る
。

危
機
管
理
課
長　
ペ
ッ
ト

問 
昨
年
町
内
で
救
急
搬

送
さ
れ
た
件
数
と
、

熱
中
症
に
関
す
る
相
談
が

あ
っ
た
か
。

健
康
推
進
課
長　
町
内
で

令
和
５
年
に
熱
中
症
で
救

急
搬
送
さ
れ
た
人
数
は
16

人
。
熱
中
症
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
は
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
で
熱
中
症
予
防

の
話
を
聞
き
た
い
と
要
望

が
あ
っ
た
。

問 

職
員
用
の
熱
中
症
対

策
用
品
が
配
備
さ
れ

て
い
る
の
か
。
高
齢
者
や

障
害
者
へ
の
効
果
的
な
熱

中
症
予
防
を
進
め
る
た
め

に
、
介
護
者
、
事
業
者
、

地
域
の
人
々
と
連
携
し
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
の
か
。

同
行
避
難
訓
練
に
つ
い
て

は
、
飼
い
主
が
学
ぶ
機
会

と
し
て
重
要
で
あ
る
。
他

市
町
で
も
行
わ
れ
て
い
る

の
で
実
施
内
容
を
確
認
し
、

ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
養
管

理
す
る
こ
と
を
含
め
、
協

議
・
検
討
を
進
め
た
い
。

山下  慎二 議員

熱中症特別警戒
発令時の対策を

［町長］ 検証しＣＳ設置検討を進めたい

ペ
ッ
ト
の

同
行
避
難
訓
練
を

［
危
機
管
理
課
長
］

適
正
な
飼
養
管
理
を
含
め
検
討
し
た
い
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交
通
事
業
者
な
ど
と
協
議

す
る
義
務
を
緩
和
、
反
対

が
残
り
結
論
が
ま
と
ま
ら

な
い
場
合
、
自
治
体
首
長

が
判
断
で
き
る
仕
組
み
が

設
け
ら
れ
た
。
町
の
地
域

公
共
交
通
計
画
は
。

企
画
公
室
長　
現
在
か
つ

ら
ぎ
町
で
は
、
こ
の
地
域

公
共
交
通
計
画
に
該
当
す

る
も
の
を
作
成
し
て
い
な

い
。
令
和
６
年
度
中
に
基

本
方
針
の
策
定
等
、
計
画

策
定
に
向
け
た
法
定
協
議

会
の
立
ち
上
げ
等
の
準
備

を
行
い
、
そ
し
て
令
和
７

年
度
に
は
、
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問 
追
加
的
に
必
要
と
な

る
行
財
政
負
担
は
。

企
画
公
室
長　
移
動
に
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
住
民

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
タ

ク
シ
ー
利
用
に
対
し
て
の

費
用
に
関
す
る
支
援
等
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問 

現
在
の
交
通
分
野
以

外
の
連
携
、
ま
た
今

後
必
要
と
な
る
連
携

は
。

企
画
公
室
長　
本
年

４
月
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、

花
園
地
域
に
お
け
る

自
家
用
車
に
よ
る
有

償
運
送
事
業
を
開
始

し
て
い
る
。
令
和
５

年
度
に
は
、
町
内
の

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と

の
間
で
、
災
害
時
な

ど
に
お
け
る
移
送
支

援
の
協
定
を
締
結

し
、
避
難
を
す
る
の

に
支
援
が
必
要
な
人

な
ど
の
避
難
所
な
ど

へ
の
移
送
支
援
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
地
域
に

あ
る
多
様
な
移
送
資
源
と

の
連
携
、
例
え
ば
一
般
住

民
と
の
連
携
に
よ
る
、
個

人
が
所
有
す
る
自
家
用
車

を
活
用
し
た
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
と
連
携
し
た
福
祉

有
償
運
送
な
ど
に
つ
い
て

も
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

問 

か
つ
ら
ぎ
町
の
地
域

公
共
交
通
の
あ
る
べ

き
姿
は
。

町
長　
２
期
目
の
公
約
に
、

地
域
公
共
交
通
の
抜
本
的

な
見
直
し
と
充
実
を
掲
げ

て
お
り
、
今
か
な
り
そ
れ

に
つ
い
て
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
我
々
か
つ

ら
ぎ
町
が
使
っ
て
い
る
地

域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

特
別
交
付
税
の
対
象
で
あ

問 
１
年
前
の
６
月
一
般

質
問
か
ら
大
き
く
世

の
中
は
変
わ
っ
た
。
一
般

ド
ラ
イ
バ
ー
が
有
償
で
顧

客
を
送
迎
す
る
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
が
、
２
０
２
４
年
４

月
に
条
件
付
き
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
過

疎
地
向
け
に
は
、
別
制
度

の
要
件
を
緩
和
し
て
類
似

サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
、
高
齢

者
ら
が
買
い
物
の
移
動
に

困
る
、
交
通
弱
者
に
な
る

こ
と
を
防
ぐ
。
ま
た
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
と
は
別
に
、
公

共
交
通
機
関
の
乏
し
い
地

域
な
ど
で
例
外
的
に
求
め

る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

制
度
を
使
い
や
す
く
す
る

こ
と
も
決
定
。
制
度
を
め

ぐ
り
、
運
行
区
域
や
料
金

に
つ
い
て
事
前
の
地
元
の

り
、
か
な
り
の
負
担
を
国

が
賄
っ
て
い
る
。
そ
の
対

象
と
な
ら
な
い
よ
う
な
交

通
政
策
を
取
っ
て
し
ま
う

と
、
全
て
税
金
で
賄
う
と

い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
う
。

で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
に
満

足
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も

の
を
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
み
た
い
。

スーパーマーケットの風景

表具  　弘 議員

地域公共交通計画は
［町長］ 責任を持って進めていく
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問 
か
つ
ら
ぎ
町
の
魅
力

を
発
信
す
る
事
業
は

数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
「
ふ
る
さ
と

住
民
票
事
業
」
と
い
う
事

業
が
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
は

も
ち
ろ
ん
、
住
ん
で
い
な

い
人
で
も
街
を
活
性
化
す

る
た
め
の
事
業
に
参
加
し

た
り
協
力
し
て
も
ら
っ
た

り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事

業
の
見
通
し
は
。

企
画
公
室
長　
か
つ
ら
ぎ

町
で
は
令
和
２
年
度
に
ふ

る
さ
と
住
民
票
制
度
を
導

入
し
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
や
愛
着
が

あ
る
人
、
応
援
し
た
い
人

へ
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

の
機
会
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
つ
な

が
り
を
深
め
、
地
域
の
活

性
化
を
目
的
に
創
設
し
た
。

令
和
５
年
度
末
で
の
登
録

者
数
は
717
人
。
活
動
状
況

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
は
応
募
型
の
特
産
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
、
281
人
の
応
募

が
あ
っ
た
。
令
和
４
年
度

に
は
、
道
の
駅
周
遊
事
業

に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
213
人
の
登

録
さ
れ
た
人
の
来
町
や
、

新
た
に
73
人
の
新
規
登
録

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
応
募

型
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
を

行
い
180
人
の
応
募
が
あ
っ

た
。

問 
こ
の
「
ふ
る
さ
と
住

民
票
」
と
似
た
事
業

に
「
デ
ジ
タ
ル
住
民
票
事

業
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

数
年
前
か
ら
全
国
的
な
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
住
民
票
と
は
何
か
。

そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

企
画
公
室
長　

デ
ジ
タ

ル
住
民
票
と
は
「
Ｎ
Ｆ

Ｔ
」
と
呼
ば
れ
る
認
証
技

術
を
活
用
し
発
行
す
る

新
し
い
形
式
の
住
民
票

で
あ
る
。「
Ｎ
Ｆ
Ｔ
」
と

は
、
簡
単
に
言
え
ば
識
別

情
報
や
資
産
価
値
に
つ
い

て
同
等
な
も
の
と
交
換
で

き
な
い
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
た
活
用
の
可

能
性
は
、
今
後
さ
ら

に
多
く
な
る
と
思
わ

れ
る
。
例
え
ば
メ
タ

バ
ー
ス
に
お
け
る
町

の
情
報
や
魅
力
の
発

信
、
そ
れ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
な
ど
を
活
用
し
た

意
見
交
換
の
実
施
な

ど
、
か
つ
ら
ぎ
町
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
、
い
わ
ゆ
る
関
係

人
口
と
な
っ
て
も
ら

う
手
段
と
し
て
大
変

有
効
で
あ
る
も
の
と

考
え
る
。
た
だ
、
導

入
に
つ
い
て
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
上
の
安

全
性
、
ま
た
シ
ス
テ

ム
導
入
に
か
か
る
コ

ス
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
十

分
に
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
般
的
に
デ
ジ
タ
ル

住
民
票
も
、
関
係
人
口
増

加
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
住

民
票
と
類
似
す
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

現
在
の
ふ
る
さ
と
住
民
票

制
度
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
住
民

票
の
要
素
を
ど
の
よ
う
に

組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
、
研
究
が
必

要
で
あ
る
。

かつらぎ町で実施されている『ふるさと住民票事業』

滝ノ上万記 議員

デジタル住民票の導入を
［企画公室長］ 研究が必要である
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問 
地
域
防
災
計
画
の
30

ペ
ー
ジ
に
中
央
構
造

線
断
層
帯
に
よ
る
地
震
は
、

本
計
画
の
期
間
か
ら
外
す

と
書
か
れ
て
い
る
。
本
町

の
防
災
対
策
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
も

の
。
地
震
の
想
定
を
変
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
全
て
の
災
害
に
対

し
て
対
応
で
き
る
も
の
を

つ
く
る
の
が
基
本
。
も
う

少
し
精
査
し
た
い
。

問 

一
時
避
難
所
と
し
て

開
設
す
る
避
難
所
は

い
く
つ
あ
る
か
。

危
機
管
理
課
長　
緊
急
指

定
避
難
所
４
カ
所
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
２
カ
所
を
除
い
た

59
カ
所
の
一
時
避
難
所
は
、

基
本
的
に
は
自
主
防
災
組

織
な
ど
に
よ
っ
て
地
域
で

開
設
し
て
も
ら
う
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

問 

４
カ
所
の
緊
急
指
定

避
難
所
に
収
容
で
き

る
の
は
約
１
２
５
０
人
。

中
央
構
造
線
の
地
震
が
起

こ
っ
た
ら
、
避
難
す
る
住

民
は
７
５
０
０
人
を
超
え
、

１
カ
月
後
も
５
５
０
０
人

が
生
活
す
る
。
緊
急
指
定

避
難
所
と
一
時
避
難
所
を

何
カ
所
開
く
か
を
検
討
し

な
い
と
地
震
に
対
応
で
き

な
い
。

町
長　
数
を
増
や
し
確
保

す
る
と
い
う
の
は
机
上
の

空
論
。
災
害
の
状
況
に
応

じ
判
断
す
る
と
し
か
言
え

な
い
。

問 

昭
和
56
年
以
降
の
建

物
で
あ
っ
て
も
倒
壊

の
可
能
性
は
あ
る
。
耐
震

診
断
と
耐
震
補
強
工
事
を

行
う
こ
と
が
課
題
で
は
な

い
か
。

町
長　
核
に
な
る
施
設
は

耐
震
診
断
も
含
め
た
対
応

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問 

庁
舎
の
建
設
費
用
は
、

30
億
円
を
超
え
50
億

円
を
超
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
返
済
の
負
担
に
本
町

は
耐
え
ら
れ
る
の
か
。
判

断
は
ど
こ
で
誰
が
行
う
の

か
。

町
長　
基
本
的
に
方
針
は

経
営
会
議
で
決
定
す
る
。

上
限
の
数
字
が
出
て
き
た

ら
、
そ
れ
以
上
の
庁
舎
は

建
て
ら
れ
な
い
。

問 

笠
田
中
の
元
ほ
場
用

地
の
企
業
誘
致
。
交

差
点
改
良
、
進
入
路
な
ど

は
誰
が
負
担
し
実
施
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
大
規
模
小
売
店
舗

立
地
法
で
は
進
出
事
業
者

が
基
本
的
に
賄
う
。
基
本

的
に
は
事
業
者
が
負
担
す

る
。

撤去されないままの家屋（２０２４年５月　珠
す

洲
ず

市）

問 

私
の
住
む
真
和
区
は

笠
田
高
校
が
緊
急
指

定
避
難
所
。
災
害
時
に
道

を
確
保
す
る
の
を
啓
開
と

い
う
。
笠
田
高
校
に
避
難

す
る
道
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

建
設
課
長　
高
校
の
北
側

に
あ
る
町
道
か
つ
ら
ぎ
山

手
線
は
、
復
旧
の
優
先
順

位
が
高
い
。
た
だ
し
、
電

柱
の
倒
壊
な
ど
で
復
旧
作

業
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。

残
る
東
・
西
・
北
か
ら
の

避
難
路
の
確
保
を
含
め
、

被
災
状
況
に
合
わ
せ
、
臨

機
応
変
な
対
応
が
必
要
。

東芝  弘明 議員

地震の想定を変えるべき
［町長］ もう少し精査したい

企
業
誘
致
に
お
金
を

出
す
べ
き
で
な
い

［
町
長
］基本

的
に
は
事
業
者
が
負
担
す
る
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町
長　
あ
る
一
定
の
水
準

に
き
た
と
き
は
一
斉
に
や

り
た
い
。
２
、
３
年
の
間

を
目
安
と
思
う
。
災
害
に

は
迅
速
な
初
動
体
制
と
的

確
な
応
急
対
策
が
必
要
。

全
町
的
な
訓
練
の
実
施
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
必

要
。
特
に
自
主
防
災
組
織

の
充
実
が
不
可
欠
で
、
防

災
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
、

実
践
的
な
防
災
訓
練
が
町

内
で
広
が
る
よ
う
支
援
に

努
め
た
い
。

問 
災
害
へ
の
事
前
の
備

え
で
、
普
段
で
き
な

い
こ
と
は
本
番
で
も
で
き

な
い
と
い
わ
れ
る
。
前
回

の
質
問
で
、
災
害
時
に
企

業
の
支
援
を
お
願
い
す
る

た
め
、
地
域
防
災
計
画
概

要
版
の
配
布
、
防
災
ラ
ジ

オ
の
無
償
配
布
を
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
は
。

危
機
管
理
課
長　
令
和
６

年
４
月
か
ら
訪
問
し
て
配

布
し
て
お
り
、
６
月
末
ま

で
に
305
件
に
配
布
予
定
。

災
害
時
に
従
業
員
へ
の
情

報
伝
達
に
役
立
つ
と
好
評
。

問 

前
回
、
全
町
的
な
防

災
訓
練
を
提
案
す
る

と
町
長
は
、
全
町
的
な
防

災
訓
練
は
重
要
だ
が
、
ま

ず
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

と
答
弁
。
そ
の
後
の
取
り

組
み
は
。

危
機
管
理
課
長　
初
動
対

応
や
災
害
対
応
の
向
上
を

目
的
に
令
和
４
年
度
と
５

年
度
に
職
員
訓
練
を
実
施
。

課
題
は
情
報
連
携
手
段
や

サ
ポ
ー
ト
受
け
入
れ
体
制

な
ど
。

問 

町
長
が
本
部
長
の
災

害
対
策
本
部
は
16
部

に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

訓
練
は
業
務
中
、
時
間
外

に
分
か
れ
て
取
り
組
め
る

の
で
は
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

一
部
の
部
が
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
目
的
、
訓
練
形

態
な
ど
今
後
検
討
し
た
い
。

問 
要
支
援
者
個
別
避
難

計
画
書
の
必
要
性
と

取
り
組
み
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
長　
災
害
で

多
く
の
高
齢
者
や
障
害
者

が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
災
害
時
に
自
ら
避
難

す
る
こ
と
が
難
し
い
避
難

行
動
要
支
援
者
の
状
況
を

踏
ま
え
た
個
別
避
難
計
画

の
作
成
が
必
要
。
災
害
時

町内の防災訓練

に
誰
が
誰
を
支
援
す
る
特

定
の
個
人
を
指
定
す
る
方

法
か
ら
自
主
防
災
組
織
等

も
選
択
肢
と
し
た
。
対
象

者
は
585
人
で
295
人
完
了
。

問 

な
ぜ
、
半
分
な
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　
個
別
避

難
計
画
に
対
す
る
理
解
不

足
や
責
任
を
持
つ
こ
と
が

難
し
い
な
ど
が
理
由
。

問 

全
町
的
な
防
災
訓
練

で
要
支
援
者
を
対
象

に
避
難
訓
練
す
れ
ば
、
計

画
書
の
作
成
が
さ
ら
に
進

む
の
で
は
。

副
町
長　
一
定
の
効
果
が

得
ら
れ
る
が
、
自
主
防
災

組
織
だ
け
で
な
く
社
会
福

祉
協
議
会
や
ケ
ア
マ
ネ
な

ど
を
交
え
た
包
括
的
な
連

携
で
の
訓
練
を
働
き
か
け

た
い
。

問 
防
災
の
取
り
組
み
は
、

企
業
へ
の
地
域
防
災

計
画
概
要
版
の
配
布
・
防

災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
、

職
員
の
防
災
訓
練
、
要
支

援
者
の
個
別
避
難
計
画
書

の
作
成
な
ど
大
き
く
前
進

し
た
。
全
町
的
な
防
災
訓

練
へ
の
条
件
が
整
備
し
つ

つ
あ
る
の
で
取
り
組
ん
で

は
。

町
長　
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
訓
練
に
向
け

て
の
課
題
は
地
域
の
自
主

防
災
組
織
の
組
織
力
の
向

上
が
重
要
で
、
温
度
差
が

あ
る
の
で
組
織
力
を
高
め

た
い
。

問 

今
後
の
防
災
対
策
は
。

松岡  宏行 議員

全町民による
実践的な防災訓練を

［町長］ ２、３年の間を目安に
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問 
健
康
寿
命
の
延
伸
に

は
健
診
の
受
診
が
大

切
。
特
定
健
診
の
対
象
人

数
、
受
診
率
は
。

健
康
推
進
課
長　
対
象
人

数
は
令
和
４
年
度
で
３
９

０
４
人
、
令
和
５
年
度
３

６
７
８
人
。
受
診
率
は
令

和
４
年
度
法
定
報
告
値

33
・
７
％
、
令
和
５
年
度

暫
定
値
34
・
９
％
。

問 

受
診
率
が
低
い
原
因

は
。

健
康
推
進
課
長　
受
診
率

低
迷
は
隔
年
受
診
者
が
多

く
、
３
年
連
続
受
診
率
が

単
年
の
約
半
数
程
度
の
ほ

か
、
例
年
、
未
受
診
者
に

受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る

が
健
診
へ
の
意
識
低
迷
が

最
大
の
要
因
で
あ
る
。

問 

受
診
率
を
上
げ
る
た

め
に
取
り
組
ん
だ
内

容
は
。
各
種
が
ん
検
診
と

特
定
健
診
受
診
率
の
令
和

９
年
度
の
目
標
値
は
そ
れ

ぞ
れ
40
％
と
49
％
だ
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
受

診
率
を
上
げ
て
い
く
の
か
。

健
康
推
進
課
長　
特
定
健

診
お
よ
び
、
が
ん
検
診
と

も
に
令
和
４
年
度
か
ら
自

己
負
担
の
無
料
化
を
行
っ

て
い
る
。
特
定
健
診
で
は
、

例
年
10
月
末
時
点
の
未
受

診
者
全
員
に
対
し
受
診
勧

奨
通
知
を
送
付
し
、
過
去

受
診
歴
の
あ
る
者
に
対
し

電
話
勧
奨
を
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
35
歳
～
39
歳
未

満
の
国
保
被
保
険
者
に
対

し
、
将
来
の
特
定
健
診
受

診
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ヤ

ン
グ
健
診
、
ヤ
ン
グ
ミ
ニ

ド
ッ
ク
健
診
の
受
診
勧
奨

も
行
っ
て
い
る
。

問 

健
診
の
案
内
に
つ
い

て
デ
ザ
イ
ン
や
表
現

を
工
夫
し
、
受
診
率
の
向

上
に
つ
な
げ
て
は
。

健
康
推
進
課
長　
各
種
検

診
の
お
知
ら
せ
と
し
て
、

検
診
内
容
か
ら
受

診
方
法
、
実
施
機

関
ま
で
が
分
か
る

よ
う
に
ま
と
め
た

冊
子
を
、
対
象
者

全
員
、
世
帯
別
に

発
送
し
て
い
る
。

特
定
健
診
に
つ

い
て
は
、
対
象
者

の
過
去
の
受
診
歴

や
問
診
票
回
答
、

通
院
歴
な
ど
を

分
析
し
、
自
発
的

に
受
診
す
る
よ
う
、

対
象
者
個
人
個
人

に
合
っ
た
受
診
勧

奨
通
知
を
行
い
受

診
率
の
底
上
げ
を

図
る
べ
く
、
令
和

７
年
度
以
降
、
事

業
化
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

問 
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
は
。

町
長　
健
康
づ
く
り
の
推

進
は
、
各
世
代
に
合
っ
た

健
康
づ
く
り
を
住
民
と
共

に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
を
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
、
検
診
事

業
、
そ
し
て
健
康
相
談
な

ど
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
取
り
組
み
を
、
関
係
各

課
の
連
携
に
よ
り
実
施
し

た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
で
、
運
動
を
積
極

的
に
、
ま
た
継
続
的
に
行

い
、
自
然
に
楽
し
く
健
康

世代に合った健康づくり（イメージ）

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

に
つ
い
て
も
一
体
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

中谷  雅美 議員

健康づくりの推進を
［町長］ 各世代に合った健康づくりが大事
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問 
発
達
障
害
は
、
外
見

か
ら
は
分
か
り
に
く

く
、
そ
の
症
状
の
程
度
や

困
り
ご
と
は
十
人
十
色
。

そ
の
特
性
を
わ
が
ま
ま
、

困
っ
た
子
、
な
ど
と
捉
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦

手
さ
故
に
誤
解
を
受
け
や

す
い
。
子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
を
知
り
、
受
け
止

め
、
保
護
者
自
身
も
学
び

な
が
ら
子
育
て
す
る
こ
と

は
重
要
。

療
育
視
点
の
取
り
組
み

を
小
学
校
ま
で
に
ど
れ
だ

け
取
り
組
ん
だ
か
に
よ
っ

て
入
学
後
の
学
校
生
活
の

「
質
」
が
大
き
く
変
わ
っ

て
く
る
。
そ
の
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

就
学
前
の
対
象
に
な
る
子

ど
も
に
応
じ
た
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

（
ウ
ィ
ス
ク
）
検
査
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
総
務
課
長　
保
護
者

か
ら
相
談
を
受
け
た
保
健

師
、
こ
ど
も
園
、
小
中
学

校
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

町
職
員
で
あ
る
公
認
心
理

師
が
必
要
な
検
査
を
随
時

実
施
し
て
い
る
。

問 
令
和
５
年
度
に
Ｗ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
検
査
を
実
施
し

た
件
数
は
。

教
育
総
務
課
長　
小
学
校

で
85
件
、
中
学
校
で
23
件
。

問 
こ
の
数
が
十
分
な
の

か
、
ま
だ
必
要
が
あ

る
子
ど
も
が
い
る
の
か

は
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。

こ
の
検
査
の
結
果
は
良

い
・
悪
い
、
で
き
る
・
で

き
な
い
の
観
点
で
評
価
す

る
も
の
で
は
な
い
。
発
達

凸
凹
と
言
わ
れ
る
子
ど
も

の
特
性
や
困
り
ご
と
に
寄

り
添
い
、
適
切
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
、
引
き
続

き
検
査
の
実
施
を
願
い
た

い
。
特
別
支
援
教
育
支
援

員
（
以
下
、
支
援
員
と
い

う
）
の
充
実
配
置
を
図
る

た
め
、
募
集
す
る
に
当
た

り
、
資
格
や
条
件
は
。
ど

こ
に
公
表
し
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

る
条
項
に
該
当
し
な
い
者
。

応
募
要
件
で
は
な
い
が
、

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
共
に
学
び
を
進

め
る
職
務
の
た
め
、
特
性

や
困
り
ご
と
を
理
解
し
、

丁
寧
な
対
応
の
資
質
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
求
人

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町

広
報
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
を
通
じ
て
募
集
し
て
い

る
。

問 
例
え
ば
、
元

教
員
や
療
育

現
場
で
経
験
の
あ

る
人
、
特
性
の
あ

る
子
ど
も
の
子
育

て
経
験
の
あ
る
人

も
応
募
で
き
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

現
在
支
援
員
の
配

置
状
況
は
十
分
か
。

教
育
総
務
課
長

　

小
学
校
は
７

人
、
中
学
校
は
３

子どもたちに行き届いた教育を（イメージ）

人
。
今
年
度
の
支
援
員
配

置
目
標
は
小
学
校
で
10
人
、

中
学
校
で
は
３
人
。
小
学

校
の
必
要
人
数
を
充
足
さ

せ
る
た
め
、
再
度
募
集
準

備
を
進
め
て
い
る
。

問 

支
援
員
に
対
し
て
教

育
委
員
会
が
求
め
る

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
は
。

教
育
長　
特
別
支
援
教
育

で
は
、
関
わ
る
指
導
者

（
担
任
、
支
援
員
）
が
障

害
の
あ
る
子
ど
も
一
人
一

人
の
特
性
を
正
し
く
理
解

し
、「
ど
こ
ま
で
見
守
り

（
手
を
出
さ
ず
）、
ど
こ
ま

で
支
援
す
る
の
か
（
手
を

出
す
）」
と
い
う
見
極
め

を
大
切
に
し
て
関
わ
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
虫
の
目
、

鳥
の
目
、
魚
の
目
と
「
あ

な
た
が
大
切
で
あ
る
」
と

い
う
愛
の
目
の
視
点
が
大

切
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の

特
別
支
援
教
育
の
理
念
は
、

通
常
学
級
の
子
ど
も
に
も

当
て
は
ま
り
、
特
別
支
援

教
育
は
、
全
て
の
教
育
の

原
点
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

所
以
で
あ
る
。

大山  希世 議員

発達凸
でこ

凹
ぼこ

や
困り感への考えは

［教育長］ 愛の目の視点が求められている
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問 
消
防
水
源
と
は
。

危
機
管
理
課
長　
消
防
水

利
基
準
に
よ
る
と
、
消
火

栓
、
私
設
消
火
栓
、
防
火

水
槽
、プ
ー
ル
、河
川
、溝
、

濠
、
池
、
海
、
湖
、
井
戸
、

下
水
道
な
ど
。

問 

地
震
等
に
よ
り
、
水

道
管
の
破
損
等
が
起

こ
り
消
防
水
源
が
な
く
な

っ
た
時
の
対
処
は
。

危
機
管
理
課
長　
消
火
栓
、

防
火
水
槽
、
自
然
水
利
な

ど
の
消
防
水
利
は
、
消
防

法
で
「
消
防
に
必
要
な
水

利
施
設
は
当
該
市
町
村
が

こ
れ
を
設
置
し
、
維
持
及

び
管
理
す
る
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
市
街
地
で
は
、

半
径
140
メ
ー
ト
ル
以
内
に

１
つ
以
上
の
消
火
栓
や
防

火
水
槽
を
設
置
す
る
が
、

消
火
栓
が
な
い
火
災
の
発

生
時
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
水

利
か
ら
水
源
の
確
保
に
努

め
る
と
あ
る
。
例
え
ば
、

た
め
池
や
河
川
、
水
路
な

ど
止
水
板
を
設
け
、
そ
こ

に
ホ
ー
ス
、
ポ
ン
プ
機
器

を
接
続
・
中
継
す
る
。

問 

現
在
、
町
内
に
は
消

火
栓
や
防
火
水
槽
は

い
く
つ
あ
る
の
か
。
ま
た
、

消
防
水
利
の
把
握
方
法
や

水
量
が
不
足
し
た
場
合
の

対
処
は
。

危
機
管
理
課
長　
現
在
、

防
火
水
槽
220
基
、
消
火
栓

596
基
を
設
置
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
消
防
水
利
の
把
握

は
、
各
分
団
に
管
轄
地
域

の
水
利
位
置
が
記
さ
れ
た

地
図
を
配
備
し
て
、
水
利

を
知
る
助
け
と
し
て
い
る
。

火
災
の
規
模
や
場
所
に
よ

っ
て
は
水
量
不
足
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
必

要
が
あ
る
と
き
、
消
防
団

長
は
、
水
利
を
使
用
し
、

用
水
路
の
水
門
、
樋
門
も

し
く
は
水
道
管
の
制
水
弁

の
開
閉
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

問 

災
害
時
に
お

け
る
民
間
事

業
所
と
の
協
力
体

制
は
。

危
機
管
理
課
長　

消
防
支
援
に
関
す

る
協
定
と
し
て
、

紀
の
川
用
水
土
地

改
良
区
、
か
つ
ら

ぎ
西
部
畑
か
ん
組

合
と
防
火
用
水
使

用
の
協
定
締
結
を
。

ま
た
、
県
広
域
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
協

同
組
合
と
ス
カ
イ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ミ
キ
サ
ー
車
に
よ

る
消
防
用
水
の
搬

送
協
力
の
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。

問 
水
は
何
に
お
い
て
も

必
要
不
可
欠
。
補
助

金
を
活
用
し
て
避
難
所
に

災
害
用
協
力
井
戸
の
設
置

を
。

危
機
管
理
課
長　
町
が
行

う
防
災
井
戸
整
備
に
は

「
わ
か
や
ま
防
災
力
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
補
助
金
」
の
活

用
が
可
能
。

問 

消
防
水
利
と
生
活
用

水
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
の
考
え
は
。

町
長　
消
防
水
利
を
確
保

で
き
る
自
然
水
利
の
場
所

の
把
握
等
は
、
団
長
を
通

個人宅における災害時協力井戸

じ
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
生
活
用
水
の
確

保
は
大
変
重
要
な
の
で
、

協
力
井
戸
の
登
録
に
つ
い

て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他　

バ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
タ
ー
現
象
に
つ
い
て
も

質
問
し
た
。

羽根  祥起 議員

災害用協力井戸の設置を
［町長］ 災害時の水の確保は大変重要
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議
会
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

を
議
員
全
員
協
議
会
に
提
出
す
る
た

め
、
再
度
内
容
を
審
議
し
、
修
正
と

校
正
作
業
を
経
て
６
月
18
日
議
員
全

員
協
議
会
に
提
案
説
明
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
議
員
全
員
協
議
会
で
審
議

し
、
承
認
後
策
定
と
な
る
。

計
画
案
の
重
点
部
分
は
、
議
員
の

活
動
基
準
の
統
一
で
あ
る
。
風
水
害

の
場
合
は
発
生
前
か
ら
、
地
震
の
場

合
は
災
害
発
生
時
か
ら
、
自
治
区
、

町
内
会
、
い
ず
れ
も
７
日
間
は
自
主

防
災
組
織
の
一
員
と
し
て
地
域
活
動

に
従
事
す
る
。
さ
ら
に
感
染
症
に
係

る
業
務
継
続
の
体
制
お
よ
び
活
動
基

準
も
計
画
案
に
含
め
た
。

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
後
は
、
早
急
に

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
議
員
の
共
有

認
識
と
危
機
意
識
の
向
上
を
図
り
た

い
。

「
役
場
庁
舎
建
替
及
び
賑
わ
い
の

創
出
に
係
る
官
民
連
携
事
業
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
」
に
４
業

者
の
応
募
が
あ
っ
た
。
６
月
14
日
の

審
査
会
で
は
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
和
歌
山
事
務
所

が
選
定
さ
れ
た
。
１
年
９
カ
月
で
庁

舎
の
概
略
施
設
計
画
と
市
場
調
査
、

財
政
負
担
軽
減
効
果
の
検
証
な
ど
を

町
と
業
者
が
協
議
し
て
取
り
組
む
。

６
月
18
日
の
委
員
会
で
は
、
町
初
め

て
の
官
民
連
携
業
務
の
た
め
、
業
者

の
実
績
、
町
と
議
会
の
役
割
な
ど
多

く
の
質
問
が
あ
っ
た
。

次
回
委
員
会
は
、
業
者
が
出
席
し

て
よ
り
具
体
的
な
質
問
を
行
う
予
定
。

御
坊
市
新
庁
舎
を
視
察

４
月
23
日
、
御
坊
市
役
所
を
視
察

し
た
。
１
階
は
３・
５
ｍ
の
浸
水
を

想
定
し
て
事
務
室
は
２
階
以
上
。
建

築
費
56
億
５
０
０
０
万
円
の
う
ち
財

源
は
緊
急
防
災
事
業
債
88
％
。

御坊市新庁舎

完成間近の議会ＢＣＰ

庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
決
定

議
会
業
務
継
続
計
画

(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

を
作
成
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６
月
８
日
、
町
医
師
会
と
の
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
。
８
人
の
医
師
に

参
加
し
て
も
ら
い
健
診
受
診
率
の
低

さ
の
原
因
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
、

子
ど
も
た
ち
の
発
達
状
況
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
、
小
中
学
校
に
お
け
る

着
衣
で
の
健
診
に
は
難
し
い
問
題
が

あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、「
視
診
」

は
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

生
活
状
況
調
査
の
報
告

４
月
17
日
「
か
つ
ら
ぎ
町
子
ど
も

の
生
活
状
況
調
査
」
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。
保
護
者
の
所
得
か
ら
見

え
る
子
ど
も
た
ち
の
生
活
状
況
は
、

子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
。
調
査
結
果
は
今
後
の
施

策
に
生
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

６
月
４
日
の
審
議
で
は
「
訪
問
介

護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報

酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行

う
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」
に
つ
い

て
参
考
人
制
度
を
活
用
し
て
調
査
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
月
30
日
に
四
郷
地
区
、
４
月
25

日
に
妙
寺
地
区
、
同
月
30
日
に
笠
田

地
区
に
出
向
き
、
青
少
年
育
成
協
議

会
と
懇
談
し
た
。

四
郷
地
区
で
は
こ
ど
も
園
の
送
迎

バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
妙
寺
地
区

で
は
給
食
時
の
金
芽
米
と
米
粉
パ
ン
、

笠
田
地
区
で
は
横
断
歩
道
関
連
の
こ

と
が
出
さ
れ
た
。

懇
談
会
で
出
た
意
見
・
要
望
等
を

整
理
、
確
認
し
、
青
少
年
育
成
協
議

会
へ
の
回
答
を
協
議
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

町
医
師
会
と
の
意
見
交
換
会

懇
談
会
で
の
意
見
さ
ま
ざ
ま

あいさつをする町医師会北林会長

懇談会の様子（妙寺地区育成協議会）
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本会議

もう少し議員の方とモニターの人達の交流があ
ればと思います。	 （５０代男性）

思った以上に厳粛で、かつ活気がありました。
ですが、傍聴人が（今回に関しては）モニターの２
人だけだというのは、やはりさみしく感じました。
町内の高校３年生を呼んで議会ツアーみたいなも
のを行えばどうか。

（４０代男性）

議会だより編集特別委員会

“かけはし”というネーミングがよいですね。
カラー印刷の多様化、文字の大き
さ、読み易さ、そして、なによりも
行政サイドとの質疑を通じての問
題点の明確化が挙げられます。

（６０代男性）

厚生文教常任委員会

格式ばった感のある本会議より委員会の方が
議題をより手近に感じられるような気がしますし、
本会議と同様ライブ配信されることが望ましいと
思います。	 （４０代男性）

映像配信
庁舎建設について反対意見を発言しているが、

それについてどうしたいのか？具体的なことの発
言がないのが残念です。	 （５０代女性）

救急車をバックに３人の女性消防士を撮った１枚。
この制服は救急隊員用のもの。

カラー化したので、初めて表紙と２～３ページを
連動させた。

令和６年度議会モニターの紹介（敬称略）

氏　　名 推薦団体

脇田　浩司 公募

和田　康男 公募

山下　利香 公募

北口　忠史 町商工会

奥田　裕規 町青年団体連絡協議会

西　　宏紀 町老人クラブ連合会

田村　哲男 町民生児童委員協議会

池ノ内早苗 町女性会議

石上　昌平 佐野こども園保護者会

岩井　大輔 三谷こども園保護者会

山本　敏一 町身体障害者会

町民の声を議会運営に反映するた
め、議会モニター制度を実施してい
る。提出された感想等レポートの一
部を原文のまま抜粋し掲載する。議会モニターの声m o n i t o r ' s  v o i c e

令和６年度

表紙写真紹介
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次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで頑張っている子どもたちを紹介します。
学校の中だけでなく、さまざまな分野で一生懸命に取り組む姿を応援します。

【梁瀬小学校 ３年】　木
きの

下
した

　龍
たつ

明
あき

さん

1 「御田の舞」で田
た

植
うえ

子
こ

のおどりをすることです。
2 地域の人から声をかけてもらったからです。
3 困っている人を助ける警察官です。
4 ホタルが飛んで、自然豊かなところです。

【妙寺小学校 ６年】　岡
おか

浦
うら

　槍
そう

助
すけ

さん

1 サッカーと勉強の両立をがんばっています。
2 お父さんがサッカーをやっていて、自分もやって

みたいと思ったからです。
3 サッカー選手になることです。
4 みんな仲が良くて、平和なところです。

【笠田中学校 ３年】　深
ふか

本
もと

　瑛
あき

仁
ひと

さん

1 陸上の最後の大会に向けて頑張っています。
2 走ることが何よりも好きだったからです。
3 人の命を助けられる仕事に就きたいです。
4 自然が豊かで四季を感じられるところです。

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

KINOSHITATATSUAKI
伝 統 芸 能

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

FUKAMOTO
AKIHITO

陸 上

n e x t g e n e r a t i o n

がんばる人

次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

OKAURASOUSUKE
サッカー

n e x t g e n e r a t i o n
がんばる人紹介

次世代シリーズ

こ れ か ら の「 か つ ら ぎ 町 」を 担 う の は 君 だ ！

1今、頑張っていること
2始めたきっかけ

3将来の夢
4かつらぎ町の好きなところ

質  問  事  項
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